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第
１
四
半
期
工
事
発
注
見

通
し
を
公
表
し
ま
し
た
。

う
ち
各
地
域
庁
舎
（
旧

町
村
）
に
つ
い
て
、
学
校

関
係
で
は
、
統
合
に
な
っ

た
あ
さ
ひ
小
学
校
の
敷
地

内
通
路
舗
装
や
改
築
さ
れ

た
朝
日
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
、
旧
校
舎
の
解

体
工
事
、
藤
島
中
学
校
と

羽
黒
中
学
校
に

太
陽

10
kw

光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

建
築
課
関
係
で
は
他
に
、

旧
消
防
署
温
海
分
署
や
羽

黒
庁
舎
公
民
館
棟
の
解
体

工
事
、
全
市
で
コ
ミ
セ
ン

及
び
公
民
館
の
ト
イ
レ
洋

式
化
・
手
す
り
設
置
な
ど

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

消
防
関
係
で
は
、
耐
震

性
貯
水
槽
の
設
置
が
旧
町

村
で
は
羽
黒
町
坂
ノ
下
、

朝
日
大
泉
地
区
の
松
沢
地

内
の
２
箇
所
（
全
市
で
は

他
に
西
郷
地
区
の
下
川
１

箇
所
）
で
す
。

各
建
設
事
務
室
で
は

東
部
建
設
事
務
室
で
は
、

藤
島
歴
史
公
園
の
芝
生
等

植
栽
や
周
囲
柵
整
備
、
市

道
上
荒
俣
北
線
の
拡
幅
舗

装
（
第
１
四
半
期
で

ｍ
80

舗
装
、
第
３
四
半
期
で
３

７
０
ｍ
拡
幅
）、
箕
枡
新
田

地
内
の
側
溝
整
備
、
羽
黒

町
荒
川
地
内
の
市
道
災
害

復
旧
工
事
な
ど
。

南
部
建
設
事
務
室
で
は
、

越
中
山
地
内
の
冠
水
対
策

で
排
水
路
整
備
、
タ
キ
タ

ロ
ウ
橋
塗
装
、
下
名
川
地

内
の
市
道
舗
装
改
良
、
砂

川
地
内
の
市
道
改
良
、
大

鳥
防
雪
セ
ン
タ
ー
の
補
修

工
事
、
大
網
地
内
の
市
道

災
害
復
旧
工
事
、
椿
出
地

内
の
排
水
路
整
備
、
松
根

羽
黒
線
の
防
護
柵
設
置
、

下
山
添
地
内
と
、
た
ら
の

き
代
地
内
の
市
道
改
良
、

市
道
小
在
家
大
杉
線
の
防

雪
柵
設
置
、
下
山
添
地
内

の
市
道
舗
装
改
良
な
ど
。

温
海
建
設
事
務
室
で
は
、

小
名
部
、
越
沢
、
木
野
俣
、

山
五
十
川
、
戸
沢
地
内
の

道
路
改
良
工
事
、
湯
温
海

の
柳
原
住
宅
Ａ
棟
外
壁
改

修
工
事
な
ど
で
す
。
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各地域庁舎（旧町村）の平成２７年度第１四半期工事発注見通し
○入札方法：「一」＝一般競争入札「格」＝格付指定型一般競争入札「指」＝指名競争入札「随」＝随意契約「総」＝総合評価方式

担当課 入札予定時期工事(委託)名 工事(委託)場所 工事(委託)概要
工期(委 工事(委 入札等

託)期間 託)業種 の方法

現場代理

人の兼務

教育委員

会管理課
鶴岡市立あさひ小学校外構舗装整備工事 鶴岡市下名川 ３箇月 舗装 格 第１四半期

あさひ小学校の敷地内通路の

舗装工事を行うものです。

建築課

旧消防署温海分署庁舎解体工事 温海地内 ２箇月 建築一式 既存ＲＣ造２階建物解体 格 第１四半期

朝日中学校解体・グラウンド整備工事 本郷地内 ７箇月 建築一式 格 第１四半期
旧校舎解体、外構、グラウン

ド整備

朝日中学校グラウンド整備工事監理業務 外構、グラウンド整備工事監

委託 理業務
本郷地内 ７箇月 工事監理 随 第２四半期

羽黒庁舎公民館棟解体工事 羽黒町荒川地内 ４箇月 建築一式 既存ＲＣ造３階建物解体 格 第１四半期

鶴岡市立藤島中学校太陽光発電設備等設 太陽光発電１０ｋｗ、蓄電池

置工事 ９.６ｋｗｈ新設
藤島地内 ６箇月 電気 格 第２四半期

鶴岡市立羽黒中学校太陽光発電設備等設 太陽光発電１０ｋｗ、蓄電池

置工事 ９.６ｋｗｈ新設
羽黒地内 ６箇月 電気 格 第２四半期

コミュニティセンター及び公民館トイレ

改修工事
市内各所 ７箇月 管 トイレ洋式化、手すり設置 格 第１四半期

消防本部

警備課

坂ノ下地内耐震性貯水槽新設工事 坂ノ下地内 ２箇月 土木一式 40m3級耐震性貯水槽の新設 格 第２四半期 ○

松沢地内耐震性貯水槽新設工事 松沢地内 ２箇月 土木一式 40m3級耐震性貯水槽の新設 格 第２四半期 ○

上下水道

部下水道
課

羽黒中央地区管路施設6号路面復旧工事 羽黒町狩谷野目地内 ３箇月 舗装 A=600m2 格 第１四半期

羽黒中央地区管路施設15号新設工事 羽黒町狩谷野目地内 ５箇月 土木一式 φ400mm　L=200m 格 第１四半期

羽黒中央地区管路施設10号新設工事 羽黒町荒川地内ほか ５箇月 土木一式 φ150～250mm　L=50m 格 第１四半期

羽黒中央地区管路施設6号新設工事 羽黒町三ツ橋地内 ５箇月 土木一式 φ150mm　L=20m 格 第１四半期 ○

羽黒中央地区管路施設5,6号マンホール

ポンプ新設工事
羽黒町細谷地内ほか ５箇月 管 汚水ポンプ　2台×2箇所 格 第２四半期

羽黒中央地区管路施設9,10号マンホール

ポンプ新設工事
羽黒町後田地内ほか ５箇月 管 汚水ポンプ　2台×2箇所 格 第２四半期

上下水道

部工務課

温海地内径150粍水道管路耐震化工事 大岩川地内 ６箇月 水道施設 φ150　L=280ｍ 格 第１四半期

温海地内径200粍水道管路耐震化工事 温海地内 ８箇月 水道施設 φ200　L=340ｍ 格 第１四半期

温海浄配水場自動水質測定監視装置 湯温海地内 ６箇月 機械器具 水質測定装置整備 指 第１四半期

温海浄配水場排水ポンプ更新工事 湯温海地内 ６箇月 機械 排水ポンプ1台 随 第３四半期

早田橋架替工事に伴う配水管移設工事 早田地内 ６箇月 水道施設 φ200　L=15ｍ 格 第１四半期

槙代地内代替水源整備工事 槙代地内 ８箇月 水道施設 φ100　L=2030ｍ 格 第１四半期

水道管路耐震化事業測量設計業務委託 温海地内 ３箇月 水道施設 測量設計委託（JR協議含む） 指 第２四半期

東部建設

事務室

市道上荒俣北線道路改良工事（その2） 荒俣 ２箇月 舗装 道路改良 L＝80m 格 第１四半期

宝徳箕升2号線道路改良工事 箕升新田 ３箇月 土木一式 側溝整備 L＝110m 格 第１四半期 ○

山荒川仙道線道路改良工事 羽黒町仙道 ３箇月 土木一式 道路改良 L＝150m 格 第１四半期 ○

市道上荒俣北線道路改良工事 荒俣 ５箇月 土木一式 道路改良 L＝370m 格 第３四半期

藤島歴史公園芝生等植栽整備工事 藤島地内 ２箇月 造園 芝生A=2,800㎡、樹木植栽一式 指 第１四半期

藤島歴史公園周囲柵整備工事 藤島地内 ２箇月 土木一式 周囲柵L＝300m 格 第１四半期

市道大坂線災害復旧工事 羽黒町荒川 ２箇月 舗装 表層改良　L=420m 格 第２四半期

南部建設

事務室

冠水対策事業越中山地区排水路整備工事 越中山 ４箇月 土木一式 横断改良L＝20m 格 第２四半期 ○

市道泡滝大鳥線タキタロウ橋高欄補修工事大鳥 ３箇月 塗装 高欄塗装（68．5mx2） 格 第２四半期 ○

市道本郷落合線表層改良工事 下名川 ３箇月 舗装 L＝570m 格 第２四半期

市道大西線道路改良工事 砂川 ４箇月 土木一式 L＝100m 格 第２四半期 ○

大鳥防雪センター等補修工事 大鳥 ４箇月 建築一式 格 第１四半期 ○
屋根・外壁・内装 

隣接車庫補修工事一式

椿出地区排水路整備工事 椿出 ３箇月 土木一式 L＝50m側溝300＊300 格 第１四半期 ○

市道松根羽黒線防護柵設置工事 黒川 ３箇月 土木一式 L＝550m 格 第１四半期 ○

市道庄南5号線道路改良工事 下山添 ４箇月 土木一式 L＝280m 格 第２四半期 ○

市道小在家大杉線防雪柵設置工事 黒川 ５箇月 土木一式 L＝700m（180m） 格 第２四半期

市道神明前茶屋川原線表層改良工事 下山添 ３箇月 舗装 L＝790m（210m） 格 第２四半期

市道山の外小文地楯線道路改良工事 たらのき代 ４箇月 土木一式 L＝280m 格 第２四半期 ○

市道東岩本七五三掛線道路災害復旧工事 大網 ４箇月 土木一式 路肩・防護柵　L＝100m 格 第２四半期 ○

温海建設

事務室

小名部線道路改良工事 小名部 ４箇月 土木一式 道路改良　L=122ｍ 格 第１四半期 ○

高野沢1号線道路改良工事 越沢 ４箇月 土木一式 道路改良　L=140ｍ 格 第１四半期 ○

木野俣線道路改良工事 木野俣 ５箇月 土木一式 道路改良　L=300ｍ 格 第１四半期

下小田線道路改良工事 山五十川 ５箇月 土木一式 道路改良　L=230ｍ 格 第１四半期

西田元線道路改良工事 戸沢 ４箇月 土木一式 道路改良　L=55ｍ 格 第２四半期 ○

柳原住宅A棟外壁改修工事 湯温海 ４箇月 建築一式 外壁改修　A=1,233㎡ 格 第２四半期

農山漁村

振興課

温福漁港船揚場改良工事 温海 ４箇月 土木一式 船揚場改良　L=10m 格 第１四半期 ○

大岩川漁港西防波堤改良工事 大岩川 10箇月 土木一式 防波堤改良　L=30m 格 第１四半期

林業専用道大坂山天狗森線全体計画策定 羽黒町荒川字大坂・

業務委託 たらのき代字天狗森
３箇月 測量設計 全体計画業務委託　L=3,000m 指 第１四半期



鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方

面
隊
（
富
樫
正
明
・
方
面

隊
長
）
の
春
季
消
防
訓
練

が
４
月

日
、
藤
島
体
育

26

館
駐
車
場
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
庁
舎
や
市

議
会
議
員
、
消
防
Ｏ
Ｂ
の

出
席
を
求
め
ず
、
消
防
団

と
分
署
に
よ
る
訓
練
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
年
の
出
初
め
式
も
藤

島
地
域
に
お
い
て
昨
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
、
旧
町
村

の
防
災
力
が
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。

５
月

日
に
市
消
防

23

団
春
季
消
防
演
習

鶴
岡
市
消
防
団
の
春
季

消
防
演
習
は
５
月

日
23

（
土
）

時
か
ら
小
真
木

13

原
陸
上
競
技
場
（
雨
天
時

は
小
真
木
原
体
育
館
）
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
日
程
で
は
、
鶴

岡
市
水
防
訓
練
が
６
月
21

日
（
日
）

時

分
か
ら

14

30

赤
川
河
川
敷
で
、
藤
島
方

面
隊
の
操
法
大
会
が
７
月

５
日
（
日
）

時
か
ら
藤

13

島
体
育
館
駐
車
場
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
型
無
線
機
ド
ロ
ー
ン

面
白
い
ナ
ン
テ
言
っ
ち

ゃ
悪
い
の
か
ネ
ー
。
首
相

官
邸
の
屋
上
に
小
型
無
線

機
の
ド
ロ
ー
ン
が
、
ド
デ

ン
と
裏
返
し
で
落
ち
て
い

た
ん
だ
が
。
最
初
の
ニ
ュ

ー
ス
に
俺
は
、
原
発
に
反

対
す
る
何
か
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
ん
だ
。
次
の
ニ

ュ
ー
ス
か
ら
そ
ん
な
物
質

が
一
緒
だ
っ
た
と
。
俺
の

感
が
ア
タ
リ
ー
だ
か
ら
。

▼
こ
れ
に
２
つ
の
ナ
ゼ
が

あ
る
ん
だ
が
。
自
首
し
て

の
逮
捕
に
そ
の
容
疑
が
威

力
業
務
妨
害
だ
と
い
う
の

が
１
点
。
威
力
・
つ
ま
り

力
。
妨
害
・
つ
ま
り
ジ
ャ

マ
・
サ
マ
タ
ゲ
と
辞
書
に

あ
る
が
、
ど
ん
な
力
で
何

に
ジ
ャ
マ
し
た
ん
だ
ろ
う
。

２
週
間
も
誰
に
も
気
づ
か

れ
な
か
っ
た
ん
で
す
ゼ
。

片
付
け
に
時
間
を
要
し
た

か
ら
妨
害
っ
て
こ
と
？
。

▼
思
え
ば
、
目
立
ち
た
が

り
屋
が
や
っ
た
ん
だ
が
、

誰
も
気
づ
い
て
く
れ
な
い

か
ら
次
は
ど
う
し
よ
う
か

と
ブ
ロ
グ
に
あ
っ
た
と
い

う
じ
ゃ
な
い
の
。
早
く
気

づ
い
て
ほ
し
か
っ
た
ん
だ

ヨ
。
だ
か
ら
目
立
つ
よ
う

迷
彩
服
姿
で
自
首
し
た
し
、

必
ず
見
る
で
あ
ろ
う
ブ
ロ

グ
に
は
色
々
入
れ
て
あ
っ

た
ん
だ
。
本
当
に
悪
気
な

ら
ば
自
首
は
し
な
い
し
ブ

ロ
グ
に
残
す
こ
と
は
し
な

い
と
思
う
が
ネ
ー
。

▼
も
う
１
つ
は
、
同
じ
く

ド
ロ
ー
ン
で
い
つ
だ
っ
た

か
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
事

件
が
あ
っ
た
ん
だ
。
そ
ん

な
事
例
が
あ
り
な
が
ら
日

本
で
は
何
も
考
え
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
。
先

々
の
こ
れ
ら
の
こ
と
を
心

配
す
る
担
当
大
臣
だ
っ
て

居
る
ん
で
し
ょ
う
に
ヨ
。

▼
何
か
起
き
な
け
れ
ば
、

誰
か
に
指
示
さ
れ
な
け
れ

ば
仕
事
が
出
来
な
い
ヤ
カ

ラ
が
多
い
と
言
う
こ
と
か
。

ド
ロ
ナ
ワ
と
言
わ
れ
よ
う

と
ナ
ン
テ
や
っ
と
動
き
出

し
た
対
策
会
議
だ
ゼ
。

▼
日
本
は
ヘ
ン
な
国
と
い

う
よ
り
、
ハ
ズ
カ
シ
イ
国

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か

ノ
ー
。
先
進
国
と
い
わ
れ

る
日
本
が
サ
。（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
４
月

日
付

14

最
近
の
女
性
週
刊
誌
の
見
出
し
（
毎
日
新
聞
４
月

日
付
）

22

対
米
従
属
と
い
う
長
年
の

不
満
と
企
業
・
団
体
献
金

な
ど
最
近
の
不
満
に
も
応

え
て
お
り
、
こ
の
２
つ
が

人
気
に
つ
な
が
っ
た
と
分

析
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
と
、「
安
倍
総
理
大
臣
女

性
に
な
ん
で
も
押
し
つ
け

な
い
で
」「
戦
争
を
知
ら
な

い
安
倍
首
相
へ
」「
消
費
税

％
に
断
固
Ｎ
Ｏ
！
」
な

10ど
最
近
の
女
性
週
刊
誌
の

見
出
し
を
上
げ
、
芸
能
ゴ

シ
ッ
プ
や
美
容
・
健
康
情

報
な
ど
で
華
や
か
な
女
性

週
刊
誌
に
、
安
倍
政
権
を

不
安
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、

「
原
発
再
稼
働
、
法
人
減

税
、
自
衛
隊
活
動
へ
の
制

約
緩
和
を
、
共
産
党
は
拒

否
し
、
消
費
税
増
税
に
反

対
」
を
支
持
増
大
の
理
由

に
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
４
月
24

日
付
。
英
週
刊
誌
が
「
驚

く
べ
き
政
治
的
成
功
」「
共

産
党
、
地
方
で
最
大
野
党

に
浮
上
」
と
伝
え
、
そ
の

背
景
に
安
倍
首
相
の
右
翼

政
府
に
対
す
る
有
権
者
の

英
週
刊
誌
も
女
性
週
刊
誌
も

安
倍
政
権
批
判

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

ス
ト
レ
ー
ト
に
批
判
す
る

硬
派
な
記
事
が
目
立
つ
“

異
変
”

が
起
き
て
い
る
と

い
う
。
記
事
は
、
安
全
保

障
法
制
の
見
直
し
や
憲
法

改
正
、
原
発
再
稼
働
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
そ
し
て
女

性
活
躍
推
進
と
い
っ
た
い

ず
れ
も
安
倍
政
権
の
目
玉

施
策
で
あ
る
。
奇
し
く
も

英
週
刊
誌
と
女
性
週
刊
誌

の
安
倍
政
権
批
判
記
事
は

ほ
ぼ
同
じ
。
以
前
「
安
倍

が
映
る
と
テ
レ
ビ
消
す
も

の
と
い
う
」
主
婦
の
言
葉

を
紹
介
し
た
。
退
場
を
早

め
た
い
も
の
だ
。

藤
島
歴
史
公
園
の
メ
イ
ン

と
な
る
約
９
０
０
㎡
の
大

藤
棚
に
植
栽
さ
れ
た
野
田

長
藤
。
ク
レ
ー
ン
で
運
ば

れ
る
大
藤
が
予
算
が
な
く

小
ぶ
り
に
。
大
藤
に
な
る

に
は

年
も
か
か
る
？
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